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陸生動物が感知するにおい分子やフェロモン分子は、揮発性、脂溶性あるいは疎水性のものが多く、嗅

覚系の感覚上皮を覆う厚い粘液層をいかに通過して受容されるのかが謎である。そのメカニズムの解明に

取り組む過程で、げっ歯類の鋤鼻器と唾液腺に発現する分泌蛋白質 611 を発見した。 

 611 はアミノ酸の配列からプロテアーゼ阻害剤として働くタンパク質のファミリーであると考えられ

る。実際、昆虫細胞の発現系で作製した 611 のリコンビナント・タンパク質が、トリプシンや MMP などプ

ロテアーゼを阻害することが確認されている。本研究は、611 の生体内での機能を探索することを目的と

する。 

611 はヒトでは偽遺伝子となっており、タンパク質は作られていないことが、ヒトゲノム情報から推測

され、実際に複数のヒト個人から唾液を採取して、611 が発現していないことが確認された。 

本研究において、611 のノックアウトマウスを作製した。たとえば、複数のマウスが互いに傷を舐める

ことで治癒が早く進むという報告がある。611 ノックアウトマウスを作製し、背部に傷を付け、ワイルド

タイプと飼育した場合とノックアウトマウスと飼育した場合で、傷の治癒に差があるか調べることを行っ

ている。 

また 611 の鋤鼻器での発現を考慮して、ノックマウスの性行動、授乳行動、社会行動などを解析するこ

とを準備してきた。 

研究期間終了時点では、ホモマウスを獲得し、免疫組織染色実験を行った上で、611 タンパク質が発現

していないことを確認した。また、ホモマウスの成長に異常がないことも組織切片で確認した。 

現段階で研究は終了しておらず、今後ノックアウトマウスの実験を行った上で研究結果をまとめ、発表

する予定である。 
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